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団体名   

南風原町立北丘小学校 

連絡先  TEL：098-889-6520 
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 １ 実践事項（①） 

タイトル：『学校応援隊はえばる』を活用した教育活動の推進」 

 

 ２ 実践内容 

   本校では、町の地域学校協働本部事業「学校応援隊はえばる」を活用し、全学年の教育活動の

充実に努めている。多くの教科・領域で活用し、学びの深まりに繋がっている。新年度がスター

トして、これまでに協力いただいた活動について紹介する。 

 【全学年】 

   平和学習では戦争体験者を招いて講話をしていただき、戦争の恐ろしさや平和の大事さを学ぶ

ことができた。 

  

【2学年】 

   学年畑の耕起から芋の苗の植え付け、収穫までを約半年間を通してお手伝いをしていただいた。 

  

【3学年】 

毛筆の学習において地域で書道を指導されている方に協力いただき、毎月第１水曜日に丁寧に指                                            

導していただいている。また、1月の校内書き初め会にもご指導いただいている。 

総合的な学習では「南風原お宝発見隊」での農家などの名人さんへのインタビューを通して地域                                            

のことを学んでいる。 

 

 【4学年】 

年間を通して「福祉」に関連する学習に取り組んできた。様々な人の世界を理解するためにア

イマスク体験や車椅子トラベラーからの講話、認知症についての学習などを行い、体験で感じた

ことを元に、いろんな方と一緒に過ごしていく上でどうすれば良いか考えた。 

 

【5学年】 

総合的な学習の時間のテーマ「夢へのとびら」の学習を深めるために、地域の方々を講師として                                           

招き、講話を中心とした授業をしていただいた。この授業では、身の回りの様々な職業に関心を持

ち、その職業に就いている人々の思いや願いを知ると同時に、自分の生活で実践できることや、自

分の将来のことについて考える大切さを学ぶことができる。 

 

【6学年】 

   声楽家を招いて地区音楽発表会に向けての合唱指導をしていただいた。 

  

 

 

 

 

 



３ 説明資料（写真、グラフ、図、表など）   

  

2年生イモの収穫 

  

3年生毛筆指導 3年生「南風原お宝発見隊」インタビュー 

  

5年生キャリア講話(テレビディレクター) 6年生合唱指導(声楽家) 

 

４ 成果 

・戦争体験者の話を聞くことで、教師が話すよりも平和についてより真剣に学ぶことができた。 

   ・様々な職業の方を招いて、直接児童に講話してもらったことで、将来の夢について意欲的に

考えさせることができた。職業に関する様々な知識を得ることができた。 

・プロの声楽家に指導していただくことで、合唱の質の向上だけでなく、児童一人一人が自信と                                            

やる気を持つことができる機会となった。 

・学校外の社会との関わりを経験することで、身近なことにも関心を持ったり、新たな疑問や興                                            

味も生まれ、他の活動にも意欲的に取り組む様子が見られるようになった。 

 

 ５ 課題 

   ・講話や事前打合せの日程調整が難しく、変更することもあったが、地域コーディネーターの方                                         

が丁寧にサポートしてくれた。 

   ・学校独自の人材リストがあると、さらに人材を確保しやすい。 


